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出典：日本原子力産業会議「世界の原子力発電開発の動向」

注）欧州は西欧諸国および東欧諸国の合計（旧ソ連諸国を除く）
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世界のエネルギー消費の推移と見通し
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３．３．３．３．    主要先進国のエネルギー輸入依存度（１９９７年）主要先進国のエネルギー輸入依存度（１９９７年）主要先進国のエネルギー輸入依存度（１９９７年）主要先進国のエネルギー輸入依存度（１９９７年）    

４．４．４．４．    日本の一次エネルギー総供給構成の推移日本の一次エネルギー総供給構成の推移日本の一次エネルギー総供給構成の推移日本の一次エネルギー総供給構成の推移    
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(年度)

５．５．５．５．    我我我我が国の輸入原油に占める中東依存率の推移が国の輸入原油に占める中東依存率の推移が国の輸入原油に占める中東依存率の推移が国の輸入原油に占める中東依存率の推移    

６．６．６．６．    化石燃料からのＣＯ化石燃料からのＣＯ化石燃料からのＣＯ化石燃料からのＣＯ２２２２排出量と大気中のＣＯ排出量と大気中のＣＯ排出量と大気中のＣＯ排出量と大気中のＣＯ２２２２濃度の変化濃度の変化濃度の変化濃度の変化    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    （注）気候変動枠組条約において先進国として扱われている国（同条約の付属書Ⅰに記載されている国）は 41 カ国 

       これらのうち、ベラルーシ、トルコを除いた 39 カ国について、京都議定書で排出削減目標が定められた 

７．７．７．７．    地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止    

京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出削減目標削減目標削減目標削減目標    （（（（2008200820082008 年～年～年～年～2012201220122012 年の期間の目標）年の期間の目標）年の期間の目標）年の期間の目標）  

先進国（条約付属書Ⅰ締約国）の排出削減目標のポイント先進国（条約付属書Ⅰ締約国）の排出削減目標のポイント先進国（条約付属書Ⅰ締約国）の排出削減目標のポイント先進国（条約付属書Ⅰ締約国）の排出削減目標のポイント    

　二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素、ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）、パーフルオロカーボン（Ｐ

　ＦＣ）、六フッ化硫黄（ＳＦ6）

基準年 　1990年（ＨＦＣ、ＰＦＣ、ＳＦ6については1995年）

　限定的な活動（1990年以降の新規の植林、再植林及び森林減少）により増減した温室効果ガ

　ス吸収量を排出量から差し引く。

初の目標期間 　2008年から2012年（この5年間の合計排出量を1990年の排出量の5倍量と比較して削減）

　①先進国全体の対象ガスの人為的な総排出量を、 初の目標期間中に基準年に比べて、こ
　　 れらの国々の全体で少なくとも5％削減する。
　②先進国ごとの目標を上図のとおりとする。

　ある先進国の排出量が目標量を下回った場合、その目標量と排出量との差を他の先進国に

　（有償で）譲り渡し、譲り受けた国の削減量に加える制度。

　ある先進国で対策事業を行い、排出量を減らした場合、その事業による排出削減量の一部を、

　他の先進国（当該事業への投資国など）の削減量に加える制度。

　途上国が排出量などの事業を行い、途上国における環境保全的な開発に役立てると同時に、
　この事業によって生じる排出削減量を国際的にチェックした上で、先進国（投資国など）に（有
　償で）譲り渡し、その国の削減量に加える制度。

クリーン開発メカニズム
[Clean Development Mechanism]

プロジェクトによる削減量の国際移転
（いわゆる「共同実施」
[Joint Implementation]）

対象ガス

吸収源の取扱い

削減目標

排出量（排出枠）の取引
[Emissions Trading]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．８．８．８．    部門別の 終エネルギー消費の推移部門別の 終エネルギー消費の推移部門別の 終エネルギー消費の推移部門別の 終エネルギー消費の推移    

９．９．９．９．    各国の各国の各国の各国の GDPGDPGDPGDP あたりの一次エネルギー消費量の推移あたりの一次エネルギー消費量の推移あたりの一次エネルギー消費量の推移あたりの一次エネルギー消費量の推移    
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出典：通産省，ＥＤＭＣ「エネルギー・経済統計要覧」
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１０．１０．１０．１０．    燃料種別燃料種別燃料種別燃料種別毎毎毎毎のののの日本の年間発電電力量日本の年間発電電力量日本の年間発電電力量日本の年間発電電力量の推移の推移の推移の推移    

１１．１１．１１．１１．    各種電源のＣＯ各種電源のＣＯ各種電源のＣＯ各種電源のＣＯ２２２２排出量の比較排出量の比較排出量の比較排出量の比較    
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（注）　新エネは、廃棄物、太陽光、及び風力の合計。ＬＮＧには天然ガス、燃料電池及び
　　　　メタノールを含む。石油等には、ＬＰＧ、その他ガス、及び歴青炭を含む。
　

          出典：通産省資料
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原料の採掘から建設・輸送・精製・運用

（実際の発電）・保守等のために消費さ

れるすべてのエネルギーを対象として

CO2排出量を算定。

(kg-CO2/kWh)

0.509
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0.733

0.990

出典：電力中央研究所報告書より作成


